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★
決
し
て
争
っ
て
は
い
け
な
い

争
い
の
中

に
弱
い
も
の
の
生
き
る
場
は
な
い

★
親
個
人
が
い
か
な
る
主
義
主
張
が
あ
っ
て

も
、
重
症
児
・
者
運
動
に
参
加
す
る
者
は

党
派
を
超
え
る
こ
と

★
最
も
弱
い
も
の
を
一
人
も
も
れ
無
く
守
る

守る会三原則
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阪
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部

財団法人 ＪＫＡ 競輪補助事業

主催 社会福祉法人 全国重症心身障害児(者)を守る会

大阪府重症心身障害児・者を支える会

平成２３年度集団指導療育キャンプ

去る平成２３年１１月１９・２０日、倉敷・香川方面にて標記の補助事業を

実施しました。

在宅の重症心身障害児者と保護者やボランティア、専門スタッフ、地域の施

設・事業所の職員の方々と共に、地域で生きていく力と将来の希望を獲得する

ため、日常生活で必要な指導訓練を含めての楽しい療育キャンプでした。

～療育キャンプに参加して～

今回、初めて参加しました。

酸素が離せなくなった重症心身障害の娘が、行けるかどうか不安に思いましたが、

主治医の「大丈夫でしょう。いいですよ」と言って頂いた事が後押しになり、医師と

看護師の付き添いもあり心強く思いました。

当日の朝は雨が降りしきり、どうなることかとヤキモキしましたが、倉敷に着く頃

は雨も止み、予定通り大原美術館を見学出来ました。行きたかった所なので、詳しく

解からないなりに再度来て観たいと思いました。

ホテルに着き、娘は２人介助で一番に入浴しリラックス。皆で夕食を囲み、とても

楽しく盛り上がりました。夜に酸素ボンベの交換を同行の医師にして頂き、娘は心地

よい興奮が残り寝入ったのは午前２時でした。吸引や注入で忙しい一日でしたが無事

過ぎました。

二日目のレオマワールドは、利用できる乗り物は少なかったのですが、澄み切った

空気を一杯吸いながら散策をしました。

娘は、この日まで体調を維持してくれ、久しぶりの旅行が嬉しそうで、目はパッチ

リ・耳はダンボにしながら声をよく出して一泊二日を楽しみました。

大阪支部支える会の方々には荷物が多く面倒をかけました。そして、多くのサポー

トをして頂いたお陰で、かなりの医療的ケアがあっても旅行に行ける実証をして頂き

ました。心より有難うございました。

参加者（母）
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会

編

集

後

記

新
し
い
年
が
明
け
ま
し
た
。
忘
れ
る
こ
と
の

な
い
阪
神
淡
路
大
震
災
の
鎮
魂
の
日
が
再
び
巡
っ

て
き
ま
し
た
。
昨
年
は
、
東
日
本
大
震
災
、
福

島
原
発
事
故
、
大
型
台
風
襲
来
と
災
害
が
続
き
、

今
な
お
困
難
な
生
活
を
送
ら
れ
て
い
る
方
々
が

た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
先
進
国
と
言
わ
れ
て

い
る
日
本
で
、
健
康
で
文
化
的
な
最
低
限
度
の

生
活
を
営
む
こ
と
が
で
き
な
い
人
々
が
お
ら
れ

る
の
で
す
。

ど
こ
に
住
ん
で
い
て
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

日
本
に
！
障
害
者
も
健
常
者
も
共
に
普
通
の
生

活
を
！
の
さ
さ
や
か
な
願
い
の
実
現
を
目
指
し

前
進
あ
る
の
み
で
す
。

編

集

委

員

一

同

「普通に生きる～自立をめざして～」上映会開催のご案内

この映画は、静岡県富士市にある生活介護事業所でら～との取り組みを
５年にわたって記録したドキュメンタリー映画です。

「どんなに重い障害を持っていても、地域の中で普通に生きていける社会をつくる」

親たちはこの理念を信じてまっすぐに進んだ

日 時 平成２４年３月６日（火） 上映時間８３分

１０：３０ 開場 （上映 １１：００～）

１３：３０ 開場 （上映 １４：００～）

場 所 早川福祉会館 ４階・ホール

主 催 大阪府重症心身障害児・者を支える会

費 用 資料代 ５００円

☆上映会申込み：【大阪府重症心身障害児・者を支える会】

ＦＡＸ・Ｅメールにてお願いします。

資料代は当日、受付へ御支払い下さい。

☆問合せ：【大阪府重症心身障害児・者を支える会】

〒545-0021 大阪市阿倍野区阪南町5-15-28

育徳コミュニティーセンター2Ｆ

ＴＥＬ 06-6624-2555 ＦＡＸ 06-6624-2556

Ｅメール：osaka@sasaeru.or.jp
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〜

報
告

〜

平
成
二
十
三
年
十
二
月
十
日(

土)

、
エ
ル
・
お
お
さ
か

(

大
阪
府
立
労
働
セ
ン
タ
ー)

に
て
開
催
の
「
支
え
る
会
セ
ミ

ナ
ー
」
に
た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

鈴
木
会
長
よ
り
、
当
会
へ
の
ご
協
力
に
対
す
る
感
謝
の
意

を
お
伝
え
す
る
開
会
挨
拶
に
始
ま
り
、
大
阪
府
福
祉
部

障

が
い
福
祉
室

地
域
生
活
支
援
課

福
岡

康
夫
課
長
か
ら

「
来
年
度
か
ら
10
年
間
の
第
４
次
大
阪
府
障
が
い
者
計
画
を

検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
、
今
後
の
施
策
の
中
で
優
先

順
位
が
高
い
も
の
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
谷
間
に
あ
っ
た
分
野

へ
の
支
援
を
充
実
す
る
こ
と
と
す
る
。
そ
の
一
つ
と
し
て
重

症
心
身
障
が
い
児
者
の
在
宅
生
活
を
支
え
る
為
の
基
盤
整
備

に
向
け
て
の
充
実
を
図
る
」
と
の
ご
挨
拶
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。
そ
し
て
、
昨
年
度
「
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重
症
心
身

障
が
い
児(

者)

等
の
地
域
生
活
支
援
方
策
に
係
わ
る
調
査
研

究
事
業
」
を
実
施
し
た
こ
と
と
、
支
え
る
会
が
協
力
さ
せ
て

頂
い
た
こ
と
へ
の
お
礼
の
こ
と
ば
と
共
に
、
「
今
後
も
、
そ

の
調
査
研
究
事
業
の
成
果
を
踏
ま
え
て
積
極
的
に
国
へ
提
言

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

次
い
で
、
同
課

地
域
サ
ー
ビ
ス
支
援
グ
ル
ー
プ

三
浦
ひ

と
み
課
長
補
佐
か
ら
大
阪
府
障
が
い
者
自
立
支
援
協
議
会
の

地
域
支
援
推
進
部
会
と
し
て
「
重
症
心
身
障
が
い
児(

者)

等

の
地
域
生
活
支
援
方
策
調
査
検
討
会
」
で
課
題
を
出
し
、
国

へ
提
言
さ
れ
た
調
査
研
究
事
業
等
に
つ
い
て
の
詳
し
い
報
告

が
あ
り
ま
し
た
。

す
で
に
大
阪
府
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
済
み
の
内
容
で
す

が
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
重
症
心
身
障
が
い
児(
者)
の
地

域
生
活
を
支
え
る
為
の
課
題
と
し
て

１
、
相
談
か
ら
援
助
ま
で
の
一
貫
し
た
支
援
体
制
が
不
充
分

２
、
障
が
い
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
、
訪
問
看
護
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
な
ど
、
地
域
生
活
を
支
え
る
資
源
の
不
足

３
、
地
域
生
活
を
支
え
る
人
材
の
不
足

４
、
重
症
心
身
障
が
い
児
施
設
の
在
り
方

が
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
提
言
と
し
て
は

１
、
ラ
イ
フ
ス
テ
ー
ジ
に
応
じ
た
相
談
支
援
体
制
の
整
備

２
、
地
域
生
活
支
援
体
制
の
整
備

３
、
地
域
生
活
を
支
え
る
人
材
養
成

４
、
重
症
心
身
障
が
い
児
施
設
の
あ
る
べ
き
将
来
像
と
地

域
生
活
へ
の
移
行
促
進
体
制
の
整
備

と
、
ま
と
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
同
時
に
、
部
長
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
に
あ
る
重
点
課
題
の

中
で
、
障
が
い
者
の
普
通
の
暮
ら
し
を
支
援
す
る
と
い
う
こ

と
で
「
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
障
が
い
児
等
地
域
生
活
支
援

シ
ス
テ
ム
整
備
事
業
」
を
現
在
、
実
施
し
て
い
る
こ
と
を
報

告
さ
れ
ま
し
た
。

機
関
紙
「
支
え
る
」
№
77
号
に
掲
載
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

し
た
が
、
大
阪
府
下
６
圏
域
毎
に
一
ヶ
所
「
拠
点
施
設
」
を

設
置
し
、
医
療
・
福
祉
の
総
合
的
な
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
を

整
備
す
る
こ
と
を
目
標
に
実
施
し
て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。

そ
の
拠
点
施
設
の
役
割
と
し
て
、

・
重
症
心
身
障
が
い
児
の
通
園
事
業
や
障
が
い
福
祉
サ
ー

ビ
ス
利
用
の
調
整

・
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
ふ
ま
え
た
相
談
支
援
の
強
化

・
保
護
者
同
士
が
交
流
で
き
る
場
の
設
置

・
短
期
入
所
の
利
用
に
よ
る
介
護
者
の
レ
ス
パ
イ
ト
保
障

・
訪
問
看
護
事
業
所
・
居
宅
介
護
事
業
所
に
対
し
て
、
障

が
い
の
理
解
や
介
護
技
術
の
習
得
と
一
体
的
な
サ
ー
ビ

ス
提
供

支
え
る
会
セ
ミ
ナ
ー

法
定
化
さ
れ
る
「
自
立
支
援
協
議
会
」

っ
て
何
？

大阪府福祉部 障がい福祉室 地域生活支援課 福岡 康夫課長

次
の
ペ
ー
ジ
へ
続
く
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大 阪 府 重 症 心 身 障 害 児 ・ 者 を 支 え る 会

( 全 国 重 症 心 身 障 害 児 ( 者 ) を 守 る 会 の

大阪支部)への入会についてご案内いたします。

・
他
の
短
期
入
所
事
業
所
か
ら
の
設
備
改
善
を
含
め
た
相

談
対
応
の
実
施

な
ど
が
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

現
在
、
拠
点
施
設
で
研
修
を
受
け
て
い
る
方
か
ら
の
ア
ン

ケ
ー
ト
に
は
、
障
が
い
の
理
解
と
支
援
の
必
要
性
を
強
く
感

じ
る
と
の
認
識
を
頂
い
て
い
る
そ
う
で
す
。

ま
た
児
童
福
祉
法
の
改
正
に
よ
り
、
障
が
い
児
施
設
・
事

業
の
一
元
化
が
な
さ
れ
、
施
設
は
医
療
型
と
福
祉
型
に
分
類

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
通
所
サ
ー
ビ
ス
系
の
権
限
が
市
町
村

へ
移
行
さ
れ
る
こ
と
や
、
Ｎ
Ｉ
Ｃ
Ｕ
か
ら
の
退
院
促
進
事
業

を
健
康
医
療
部
で
実
施
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、
今
後
ま
す

ま
す
身
近
な
市
町
村
で
の
共
有
認
識
や
、
広
域
支
援
体
制
の

必
要
性
が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

特
に
、
地
域
の
自
立
支
援
協
議
会
や
相
談
支
援
体
制
の
充

実
が
図
ら
れ
る
よ
う
に
、
大
阪
府
と
し
て
地
域
生
活
支
援
セ

ン
タ
ー
の
設
置
を
検
討
す
る
な
ど
、
入
所
施
設
の
役
割
と
地

域
支
援
を
つ
な
ぎ
、
地
域
医
療
機
関
と
の
連
携
を
図
る
よ
う

努
め
た
い
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
来
年
度
よ
り
改
正
さ
れ
る
介
護
職
員
等
に
よ
る

た
ん
の
吸
引
等
の
実
施
の
為
に
、
研
修
事
業
を
実
施
し
て
い

く
が
、
今
年
度
は
「
特
定
の
者
対
象
」
を
研
修
し
、
来
年
度

か
ら
は
、
登
録
研
修
機
関
で
実
施
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
の

で
、
大
阪
府
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
今
後
の
予
定
を
掲
載
す
る

と
の
こ
と
で
す
。

最
後
に
、
「
両
事
業
と
も
平
成
22
年
〜
23
年
度
の
単
年
度

事
業
で
す
が
、
大
阪
府
と
し
て
は
さ
ら
に
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の

構
築
に
向
け
て
展
開
し
て
い
き
た
い
し
、
予
算
要
求
に
繋
げ

て
い
く
方
向
で
す
」
と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
の
反
省
会
や
ア
ン
ケ
ー
ト
に
は
、
府
が
重
症
児
者

の
施
策
に
取
り
組
ん
で
下
さ
っ
て
い
る
こ
と
へ
の
感
謝
と
、

「
実
態
調
査
の
結
果
を
反
映
、
活
用
し
て
ほ
し
い
。
具
体
的

な
今
後
の
動
向
を
知
り
た
い
。
【
求
め
ら
れ
る
地
域
支
援
体

制
】
の
実
現
へ
つ
な
げ
て
ほ
し
い
」
な
ど
の
感
想
や
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。

ど
う
か
私
た
ち
の
声
を
吸
い
上
げ
る
も
の
と
な
り
ま
す
よ

う
、
今
後
も
大
阪
府
の
取
り
組
み
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

(

Ｕ
・
Ａ
）

【個人会員】 ◎年会費 8,400円

本部発行「両親の集い」、本会発行「支える」購読料含む

◎年会費 3,600円

本会発行「支える」購読料含む

【法人・団体会員】 ◎年会費 10,000円（１口）

本部発行「両親の集い」、本会発行「支える」購読料含む

【協力会員】 ◎年会費 3,000円(１口)(運営資金の協力会員)

本会発行「支える」購読料含む

大阪府福祉部 障がい福祉室 地域生活支援課

地域サービス支援グループ 三浦ひとみ課長補佐

☆申込み・問い合わせは事務局までお願いします

前
の
ペ
ー
ジ
の
続
き
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～支える会セミナー 感想～

休憩をはさみ、「自立支援協議会」の果たすべき姿を福岡 寿さんが大変分かりやすくご講演下さい

ました。

講演のテーマは「重症心身障害児者と自立支援協議会～安心して暮らせる地域システム作りを～」

講師の福岡さん(社会福祉法人 高水福祉会常務理事）は長野県障害者支援体制整備推進アドバイザー、

日本相談支援専門員協会副代表として忙しくご活躍中です。

福岡さんのお話は、難しい課題にもかかわらず随所にシャレやギャグを織り交ぜた楽しいものでし

た。重度の障害者支援を担うコーディネーターなどへのアドバイスという大変なお仕事に、明るく前

向きに取り組んでおられるお姿を想像することができました。また、福岡さんのお話はとても具体的

で、「どんなに厳しい重心の方でも、朝通うところがあり、夜帰るところがある。週末は家族と過ご

す。１週間の生活のサイクルが整うと、冬に増える肺炎入院がどんどん少なくなる」という実践に基

づく教訓に富んだものでした。

自立支援協議会は「基本相談」「計画相談」等から見えてくる課題を抽出・整理し、地域の課題に

つなげ解決を図っていく、というもの。その中で一番大事なことは、「先ず、集まること」を強調さ

れました。支援を必要とする障害者を囲む支援会議をできるだけたくさんの人（行政、施設関係、ボ

ランティア、看護師、家族等々）を集めて開くことだと言われました。例えば、在宅の重度障害者の

お母さんが２ヶ月入院することになった時、行政が「ショートだね」と短期入所をきめたとすると、

当人の日常生活はその間、奪われてしまう。だから多くの支援者を集め、普段の２４時間をコーディ

ネートするために、みんなで「どうする」「どうする」を繰り返すなかで、小刻みでも新しいサービ

スが生まれたり、知恵を絞ることで工夫できると言われました。

福岡さんは地域で支援の必要な重症心身障害児者に出会う度に「この人はこの地域にどんな新しい

サービスを作り出してくれるかな？」と考えられるそうです。支援会議をたくさん開いている自立支

援協議会がいい活動をしているという福岡さん！ 因みに福岡さんの地元では１０万人の人口で年間

１,２００回の支援会議を開いています。また、医療的ケアへの対応でも、同協議会へのお母さんたち

の強い要望に応えようと、県レベルでの運動として医療型短期入所事業所を増やす取り組みを現在進

めておられます。

大阪と長野では、随分条件が違うとしながらも、福岡さんは「名前だけで何もしない協議会」でな

く「あるべき協議会」について力説されました。

（Ｍ・Ｙ）

社会福祉法人 高水福祉会

長野県障害者相談支援体制整備推進アドバイザー 福岡 寿氏
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報

告

「

平
成
二
十
三
年
度

近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会

」

に
参
加

平
成
二
十
三
年
度
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
研
修
会
が
、
平
成
二

十
三
年
十
一
月
二
十
六
日(

土)

に
奈
良
県
文
化
会
館
２
階

小
ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
奈
良
県
支
部
が

担
当
で
、
参
加
者
総
数
は
２
３
５
名
で
し
た
。

テ
ー
マ
「
重
症
児
者
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
」

１
．
中
央
情
勢
報
告

全
国
重
症
心
身
障
害
児(

者)

を
守
る
会

副
会
長

田

村

輝
雄

事
務
局
長

宇
佐
美

岩
夫

２
．
全
国
重
症
心
身
障
害
児(

者)

を
守
る
会

専
門
部
会
長

会
議
の
報
告

各
専
門
部
会
長

３
．
基
調
講
演

「
東
日
本
大
震
災
に
遭
遇
し
て
（
災
害
は
忘
れ
た
頃

に
や
っ
て
き
た
）
」

全
国
重
症
心
身
障
害
児(

者)

を
守
る
会

宮
城
県
支
部
長

秋
元

俊
通

氏

４
．
報
告

「
奈
良
県
に
お
け
る
重
症
心
身
障
害
児
者
ケ
ア
の
充

実
に
向
け
た
支
援
」

奈
良
県
健
康
福
祉
部

障
害
福
祉
課

課
長
補
佐

平
田

千
江
子

氏

「
い
の
ち
の
輝
き
、
笑
顔
に
支
え
ら
れ
、
と
も
に
生

き
る
よ
ろ
こ
び
に
感
謝
し
て
」

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
は
あ
と

理
事
長

菊
山

礼
子

氏

感
想
そ
の
他

・

全
体
的
に
時
間
配
分
が
足
ら
ず
、
余
裕
が
な
か
っ
た
。

・

中
央
情
勢
報
告
は
、
「
障
害
者
施
策
の
最
近
の
動
向
」

で
、
障
害
児
者
を
め
ぐ
る
こ
れ
ま
で
の
経
緯
に
つ
い

て
と
、
次
の
「
中
央
情
勢
報
告
事
項
」
に
つ
い
て
説

明
さ
れ
た
。

１
．
つ
な
ぎ
法
の
概
要
と
基
本
的
枠
組
み
案

２
．
障
害
者
総
合
福
祉
法
に
関
す
る
骨
格
提
言

３
．
介
護
職
員
等
に
よ
る
た
ん
の
吸
引
等
実
施
の
制

度
化

４
．
障
害
者
基
本
法
の
一
部
改
正

５
．
障
害
者
虐
待
防
止
法

資
料
は
、
縮
小
印
刷
さ
れ
て
い
た
の
で
、
一
部
字

が
小
さ
く
読
め
な
か
っ
た
。

・
「
津
波
被
害

東
日
本
大
震
災
に
遭
遇
し
て
」
は
次

の
６
部
に
分
け
て
説
明
さ
れ
て
大
変
参
考
に
な
り
ま

し
た
。

１
．
「
東
日
本
大
震
災
に
つ
い
て
」

２
．
「
地
震
体
験
」

３
．
「
備
え
よ
常
に
！
」

４
．
「
災
害
に
対
す
る
心
構
え
！
」

５
．
「
災
害
が
や
っ
て
来
た
後
・
・
」

６
．
「
被
災
地
か
ら
の
提
言
」

災
害
に
対
す
る
準
備
と
避
難
訓
練
の
必
要
性
を
改
め

て
感
じ
ま
し
た
。
阪
神
淡
路
大
震
災
を
振
り
返
り
、
凄

い
揺
れ
の
中
、
医
療
的
ケ
ア
が
必
要
な
子
ど
も
と
一
緒

に
は
と
て
も
避
難
で
き
な
い
と
思
う
な
ど
の
体
験
談
や
、

日
頃
の
心
構
え
な
ど
語
り
合
っ
て
い
ま
す
。

第２回ラーの会西宮大会

重症心身障害児・者といわれる方々らと共に生きる会

ここから示していく誰にも在る「存在の価値」と「命の力」

～今こそ考えよう！みんなの暮らしと命について！～

日 時：３月２４日（土） 会場：西宮勤労会館
（西宮市松原町２－３７ ＪＲ西宮より徒歩１０分）

９：３０ 開 場

１０：００ 開 会

１０：１０ 第１部 「この国の情勢 どこに向かうのか？」

（１２：００ 休憩）

１３：００ 第２部 「本人が語る＝それこそが真実」

１６：３０ 閉会

１７：００ 懇親会
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施設見学 報告

平成２３年１０月３１日、支える会主催の施設見学に参加しました。参加人数は１４名。

行き先は、京都市伏見区向島（むかいじま）の重症心身障がい者通所施設「シサム」（社会

福祉法人イエス団）です。

息子の通っている大阪市の重心施設とはどう違っているかな？等と想像しながら初めての

京都の施設を訪ねました。

「シサム」は、１９９７年、居住が始まった向島ニュータウンの一角にあり、長い時間を

経て、今や高齢化の波が押し寄せている同ニュータウンととけ込むように建っていました。

２００２年、重症心身障がい者通所事業（Ｂ型）「シサム」として京都市の委託を受けて始

まったとのことです。

狭い玄関に一歩足を踏み入れて驚いたのは、キチンと整頓されてはいますが階段や廊下に

所狭しと車イスや印刷物などが溢れていたことです。生活感がいっぱいの施設だなと感じま

した。何がしかのイベントで楽しげな部屋や、将棋を楽しんだり、対話を弾ませたりされて

いる部屋。すれ違うとニコッと笑ってくれる人。皆さんの自然な佇まいに、私も知らぬ間に

笑顔になっていました。

代表の平田 義氏が、「シサム」誕生までとそれ以降の事業活動を『愛隣館研修センターの

沿革』（社会福祉法人イエス団が運営するシサムをふくむ五箇所の事業所を包括する研修セ

ンターで、その歴史をまとめたもの）に沿って解り易くお話し下さいました。

現在、生活介護・デイサービス・障がい児者ホームヘルプ事業・障がい者地域生活支援セ

ンターなどの事業を行っているとの事ですが、平田氏のお話からは、様々な人との出会い、

様々なニーズへの対応を大切にし、そのニーズを十分満たしていくことを第一義的にスタッ

フの皆さんと弛まぬ研鑽を重ねておられると感じました。

私たち重心の子を持つ親にとって医療的ケアは最大の関心事です。社会福祉法人イエス団

では[医療的ケア実施要領]を独自に作成し、医療的ケアの必要な利用者が快適に通所できる

よう努力されていることにとても感動しました。

（Ｍ・Ｙ）

既に納入がお済みの方にはあしからずお許しを賜りますようお願

い申し上げます。

＜郵 便 振 替＞

００９３０－９－６９５９８

大阪府重症心身障害児・者を支える会

＜問い合わせ＞

ＴＥＬ ０６－６６２４－２５５５

ＦＡＸ ０６－６６２４－２５５６


